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研究の目的 

居場所感の適応的効果が研究される一方で，

個々人の過去・現在における居場所の変化につい

て検討されているものは少ない。そこで本研究で

は居場所欠乏感の実体や喚起される背景につい

て質問紙調査を行い，個々人が安心できる居場所

作りを検討することを目的とする。 

方法 

調査対象：広島私立女子大学の学生 170 名（有効

回答数 150 名，平均年齢 19.1 歳） 

手続き：質問紙調査で，高校時代の居場所と大学

で新たに獲得した居場所の有無と，居場所感尺度

¹を用いて，それぞれの居場所における居場所感

を測定した。また自尊感情尺度²と親和動機尺度³

における親和傾向因子を用いて，現在の自尊心と

親和傾向を測定した。面接調査では，居場所の獲

得経験，喪失経験のある 3名に面接調査を行った。 

結果 

質問紙調査の結果，高校時代も現在も居場所が

あると回答したグループと，現在新たに獲得した

居場所がないグループを比較した結果，自尊感情

と没入感以外の因子得点平均において 0.49 以上

の差が見られた（安心感－0.74 , 疎外感＋0.72 , 

非受容感  -0.49 , 有用感 -0.61 , 親和動機  -0.55）。 

 

次に，高校時代も現在も居場所があると回答し

たグループに対応ありの t 検定と平均値の比較を

行ったところ，自己没入感以外の因子で有意な得

点の差が認められた。また，現在の居場所は高校

時代と比較して，疎外感や自己有用感の得点が高

く，精神的安心感や被受容感の得点が低いことが

示された。 

面接調査の結果は，高校時代に居場所があった

が現在居場所がない学生は，何でも話せる人がい

るということを居場所と感じるが，現在は友人が

いるものの孤独感を感じ，居場所がないようであ

った。高校時代に居場所がなかったが大学に入っ

て居場所を見つけた学生は，一人暮らしの家を自

分の居場所と感じ，外にいる時には人に気を使う

傾向にあった。 

考察 

新たに獲得した居場所がないグループは，日常

生活で居場所があると感じていないことが示唆

され，人と一緒にいたいという思いの強さが，積

極的な居場所の獲得に影響していると考えられ

る。大学生の居場所感の特徴として，自主的に行

動する場面が増え，居場所での有用感を感じやす

いと考えられる一方，個人活動が増えて孤独感が

増し，疎外感や不安感を抱きやすいと考えられる。 

居場所獲得経験については，高校までは人目を

気にせずにいられる環境を居場所と感じると考

えられる。居場所喪失経験については，友人と共

に過ごす時間の減少や，個人行動が増加したこと

による寂しさのためであると考えられる。  

大学での居場所づくりは，集団の一員だという

感覚を高められるようなものが望ましいが，その

必要性は個人により異なる。高校時代に居場所が

なかった場合は，自己有用感を高められるような

居場所づくりが望ましい。本研究では，自尊感情

に関する結果が十分に得られず考察ができなか

ったため，引き続き居場所づくりを検討していく

必要があると考える。 
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